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 人間と言葉に関わることが好きなので、日本語教師になりました。

「日本語教師としてもっと成長したい」という思いから大学院に入り

ましたが、在学中に日本語分析の面白さに目覚め、研究も続けること

にしました。大学院生時代から今までずっと現代日本語を対象として

意味の研究をしています。 

 我々は「見たまま」を言葉にしているつもりでも、実は「日本語の

見方」の影響を受けて物事を見ています。また、目に見えないものや

形のないものであっても、まるで目に見えるものであるかのように言

葉にしています。我々日本語母語話者がどのように世界を「見て」い



るのかを解き明かしていくこと

ができる、それが意味分析の魅力

です。 

 外国語として日本語を学習す

る人たちにとって、日本語の語彙

学習の負担は非常に大きなもの

です。特に、類義語や多義語の意

味の習得は困難です。日本語学習

者が類義語や多義語の意味をど

のように習得しているかを知り、どのような指導があれば習得が容易

になるかを探ることも現在の関心事です。 

 動物、自然も大好きです。毎日愛犬と戯れ、数ヶ月に一度は山や海

に出かけて、リフレッシュしています。今はホエールウォッチングに

はまっていて、シーズンには高知土佐湾にニタリクジラ、沖縄座間味

にザトウクジラを見に行っています。 
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 研究者になりたい人だけでな

く、日本語を教えたいと思って

いる人、日本語教師としてスキ

ルアップしたい人、大歓迎です。

バックグラウンドや入学の動機

は問いませんが、明確な問題意

識を持って大学院に入学してく

ださい。 

 研究者としては、「一つのこと

をとことん究める」という姿勢

で、自分の専門性を高めていくことが求められます。それは、決して

「自分の研究テーマに関係のないことは無駄なこと」ということでは

ありません。「一つのことを究める」には、その一つのことをさまざま

な角度から捉えるための「たくさんの引き出し」が必要なのです。隣

の人の研究に耳を傾けてください。ちょっと興味を持った講演会、研

究会を覗いてみてください。タイトルに引かれた本を開いてみてくだ

さい。思わぬところにヒントが転がっているものです。 

 研究者志向の人にも、日本語教師志向の人にも、「研究も教育もでき

る人」になってもらいたいと思っています。大学院修了後、もっぱら

「研究」だけをする職につく人はほとんどいませんから、教授能力は

必要です。また、現場でのさまざまな問題を解決するためには、研究
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能力も必要です。日本語教育実習や日本語講師インターンなど、日本

語教育を実践する機会も積極的に活用してください。実践から得るも

のはたくさんあります。  

 日本語を研究することの面白さや日本語を教えることの面白さを共

有できる人との多くの出会いを楽しみにしています。 

 


